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USB ネットワーク構築のために必要な作業について説
明します。

 1.1　必要なハードウェア-------------------------------

USB ネットワーク機能を利用するには、以下の機材が
必要です。

 ・サーバー用パソコン
 ・クライアント用パソコン
Windows2000/98/95のいずれかが動作するもの。

 1.2　必要なソフトウェア-------------------------------

◆　USB ドライバ、モデム情報　◆
AtermIT75 シリーズで USB ネットワーク機能を使う場
合は、USBポートの使い方が決まっています。
Aterm の背面の USB ポートには、サーバーパソコンを
接続し、前面の USB ポートには、クライアントパソコ
ンを接続してください。

また、USB ネットワークを使うための前提条件として
は、それぞれのパソコンが、以下の条件を満たしている

必要があります。

・それぞれのパソコンが、USBポートを使って Aterm
　に接続され、利用できる状態になっていること。

・サーバーパソコンで、「ダイヤルアップサーバー」が

　動作していること。

◆　ダイヤルアップサーバープログラム　◆

サーバーパソコンには、ダイヤルアップサーバープログ

ラムをインストールします。このプログラムは、クライ

アントパソコンからの着信を受け付け、クライアントパ

ソコンと通信を行うものです。

このプログラムは、Windows2000/98 には標準で含まれ
ています。Windows95 には含まれていない場合もあり
ますが、以下のモジュールを入手すれば利用できます。

　・Microsoft社の「Microsoft Plus!」という製品を別
　途購入する。

  ・「ダイヤルアップネットワーク Ver.1.3」という
  Windows95のアップデートモジュールをMicrosoft
 社のホームページから入手する。

　 http://www.microsoft.com/japan/windows/dun1_3

★★  おお知知ららせせ★★

・ USBネットワーク機能は、USBポートでのみ利用可能で

す。データポートでは、ご利用になれません。

・ AtermIT75シリーズでは、前面の USBポートの優先度

が高くなっています。ここにパソコンが接続されていると

背面の USBポートに接続されているパソコンからは、USB

ネットワーク機能を除いては Atermを使うことができな

くなります。背面の USBポートに接続されたパソコンか

ら Atermをご利用になる場合には、前面の USBポートに

接続されているパソコンを外す必要があります。

・ USBネットワーク機能では、前面の USBポートに接続

されたクライアントパソコンから、背面の USBポートに

接続されたサーバーパソコンのファイルやプリンタが利用

可能になります。しかし、サーバーパソコンからクライア

ントパソコンのファイルやプリンタを利用することはでき

ません。

・ USBネットワーク機能は、Windows2000/98/95のネット

ワーク機能を利用します。そのため、実現できる機能は、

Windows2000/98/95のネットワーク機能に依存します。

★★  おお知知ららせせ★★

USB ネットワークでも、プロトコルとして「TCP/IP」を利

用することは可能です。しかし、特殊な設定が必要になるこ

とと、ネットワークコンピュータにサーバーマシンが表示さ

れないなどの理由で、利用を推奨していません。本書では、

NetBEUI のインストールの仕方についてのみ説明します。

また、既にインターネットアクセス用に TCP/IP がインスト

ールされている環境に NetBEUI を追加しても問題はありま

せん。

1. 準備

次章からは、Windowsの OSごとに説明します。

お使いの OSに合わせてお読みください。
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 2.1 パソコンの設定----------------------------------------

 2.1.1 サーバーパソコン（Windows2000）の設定

サーバーパソコンは以下の順番で設定します。

Step1　着信接続を作成する
　　　　　Windows2000では、ウィザードを使って、以下

　　　　　 のネットワークコンポーネントのインストールや

　　　　　 設定、ダイヤルアップ接続させるための設定、ユ

　　　　　 ーザー登録などを一度に行います。

・Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有

・ NetBEUI プロトコル

Step2　ワークグループ名を確認する
Step3　フォルダの共有設定
Step4　プリンタの共有設定
クライアントに公開するファイルやプリンタに共有設定

を行います。共有設定をしていないファイルやプリンタ

は、クライアントからは利用できません（見えません）。

SStteepp11　着信接続を作成する

サーバーパソコンにダイヤルアップ接続させるための設

定を行います。Windows2000 では、ダイヤルアップサ
ーバー機能を、「着信接続」と呼びます。

1.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→
［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをダ

　ブルクリックする。

2.［新しい接続の作成］アイコンをダブルクリックする。

3. ネットワークの接続ウィザードが開始されたら、［次
　へ］ボタンをクリックする。

4. ネットワーク接続の種類から［着信接続を受け付け
る］を選択し、［次へ］ボタンをクリックする。

★★  おお願願いい★★

・ Windows2000 で 以 降 の 設 定 を 行 う た め に は 、

Administrator（権限のあるアカウント）でログオンする

必要があります。

・ 標準以外のモジュールがインストールされていたり、バー

ジョンアップを行った場合など、以降で説明する画面とは

異なる画面が表示されることがあります。その場合は、実

際の画面に従って作業を行ってください。

★★  おお願願いい★★

以降の操作をする前に必ず Aterm のモデム情報をインスト

ールしておいてください。

★★  おお知知ららせせ★★

本操作を行っても接続できない場合には、以下の設定を行う

と接続できるようになります。ただし、セキュリティに問題

がありますのでご注意ください。

1)［コントロールパネル］→［管理ツール］→［コンピュー

  タの管理］をダブルクリックする。

2)［システムツール］→［ローカルユーザとグループ］→［ユ

　ーザー］をクリックする。

3)［Guest］を選択し、プロパティを開く。

4)［全般］タブを選択し、［アカウントを無効にする］のチ

　ェックボックスを外す。

2. サーバーパソコンがWindows2000 の場合
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5. 接続デバイスから、接続しているポートに対応した
Aterm のモデム情報［AtermIT 128K Support Series

for USB］をチェックし、［次へ］ボタンをクリック

す

る。

6. ［仮想プライベート接続を許可しない］を選択し、［次
へ］ボタンをクリックする。

7. ［追加］ボタンをクリックする。
着信させたいユーザー名が表示されている場合は、チェッ

クするだけです。

8. ユーザー名とパスワードを入力し、[OK]ボタンをク
リックする。

パスワードの確認入力には、パスワードと同じものを入力

してください。ここで設定したユーザー名とパスワードを、

クライアントパソコンからのダイヤルアップ接続時に指定

します。複数のユーザーを登録する場合は、手順 7、8を繰

り返してください。

9. すべてのユーザーを追加したら［次へ］ボタンをク
リックする。

10. 現在のネットワークコンポーネントを確認し、足り
ないときはインストールする。

（すべてそろっているときは、手順 17 へ進む）
以下のネットワークコンポーネントにチェックが入った状

態にします。不足のものはインストールします。

［NetBEUIプロトコル］

［Microsoftネットワーク用クライアント］

［Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有］

ここでは、［Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ

共有］と［NetBEUIプロトコル］をインストールします。
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11.［サービス］を選択し、［追加］ボタンをクリックす
　る。

　

12. ネットワークサービスから、［Microsoft ネットワー
ク用ファイルとプリンタ共有］を選択し、［OK］ボタ

ンをクリックする。

13. ［インストール］ボタンをクリックする。

14. ［プロトコル］を選択し、［追加］ボタンをクリッ
クする。

15.［NetBEUI プロトコル］を選択し、［OK］ボタンを
　クリックする。

16. 再起動のメッセージが出ても、［いいえ］ボタンを

クリックする。

17. 必要なコンポーネントが揃ったら［次へ］ボタンを

　クリックする。

18. ［完了］ボタンをクリックする。

19. Windows を再起動する。
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20. 再起動後、［コントロールパネル］から［ネットワ
ークとダイヤルアップ接続］アイコンをダブルクリッ

クする。

21. 作成した［着信接続］ダイヤルアップ接続アイコン
　をダブルクリックする。

22.［全般］タブで［AtermIT 128K Support Series for

USB］を選択し、［プロパティ］ボタンをクリックす

る。

23. データプロトコルが［AUTO(1ch)］となっているこ

とを確認し、［OK］ボタンをクリックする。
128Kで着信させたい場合は、［PPP(128K)］を選択してく

ださい。

24. ［OK］ボタンをクリックする。

SStteepp22　ワークグループ名を確認する

クライアントパソコンでサーバーパソコンと同じワーク

グループ名を指定する必要があるため、サーバーパソコ

ンのワークグループ名を確認します。

1.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→
［システム］アイコンをダブルクリックする。

2.［ネットワーク ID］タブをクリックする。
ワークグループ名を確認します。

3.［OK］ボタンをクリックして閉じる。

★★  おお知知ららせせ★★

USBネットワーク用に着信接続を作成した場合でも、Aterm

のデータポートに着信があり、Aterm が着信可能な状態にな

っていると、外部からの接続が行われてしまいます。パスワ

ードが一致しないと接続できませんが、セキュリティ上、INS

ネット 64 側から接続されたくない場合は、データポートへ

の着信を禁止する必要があります。
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SStteepp33　フォルダの共有設定

ファイルの共有を行うためには、サーバーパソコンで共

有設定を行います。共有設定では、クライアントから見

える共有名を付けたり、アクセスさせるユーザーやその

権利などを設定します。共有を設定する単位は、ドライ

ブまたはフォルダです。

1. エクスプローラを開いて共有させるフォルダを右ク

リックし、メニューから［ファイル］→［共有］を選

択する。

2.［このフォルダを共有する］を選択し、［OK］ボタン

　をクリックする。

SStteepp44　プリンタの共有設定

サーバーパソコンに接続してあるプリンタをクライアン

トパソコンからも利用する場合、プリンタの共有設定を

行います。

1. ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］

　→［プリンタ］アイコンをダブルクリックする。

　現在登録されているプリンタが表示されます。

2. 共有するプリンタアイコンを選択し、メニューから
［ファイル］→［共有］を選択する。

3.［共有］タブで［共有する］を選択し、［OK］ボタン
をクリックする。

4. 共有設定したプリンタアイコンに手のマークが付き

　ます。

　2.1.2 クライアントパソコン(Windows2000)の設定

クライアントパソコンは以下の順番で設定します。

Step1　ワークグループ名を設定する
　Step2  ダイヤルアップの接続先を作成する
　　　　　Windows2000では、ウィザードを使って、
　　　　　以下のネットワークコンポーネントのインス

　　　　　トールや設定、ダイヤルアップ接続させるた

　　　　　めの設定を一度に行います。

・ Microsoftネットワーク用クライアント
　　　　　・ NetBEUIプロトコル

SStteepp11　ワークグループ名を設定する

サーバーパソコンと同じワークグループ名を設定します。

パソコン名はサーバーパソコンと同じにならないように

してください。

1.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→
［システム］アイコンをダブルクリックする。

★★  おお知知ららせせ★★

ドライブに対して共有設定をすると、クライアントパソコン

からサーバーパソコンのディスクをそのまま利用できるの

で、使いやすくなります。ただし、クライアント側のアプリ

ケーションから直接サーバーパソコンのファイルにアクセス

するに設定した場合、サーバーパソコン側でハードディスク

内のフォルダの位置を変えたり、別のドライブへ移動させた

ときにクライアント側のアプリケーションの設定も変更しな

ければならないことがあります。

フォルダ単位で共有設定する場合は、クライアントから見え

る名前（共有名またはシェア名といいます）はハードディス

ク上のフォルダ構成の影響を受けません。

★★  おお願願いい★★

・ Windows2000 で 以 降 の 設 定 を 行 う た め に は 、

Administrator（権限のあるアカウント）でログオンする

必要があります。

・ 標準以外のモジュールがインストールされていたり、バー
ジョンアップを行った場合など、以降で説明する画面とは

異なる画面が表示されることがあります。その場合は、実

際の画面に従って作業を行ってください。
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2.［ネットワーク ID］タブをクリックし、［プロパティ］
ボタンをクリックする。

3. ワークグループを入力し、［OK］ボタンをクリック
する。

ワークグループには、サーバーと同じワークグループ名を

入力します。

4. 次の画面が表示されたら［OK］ボタンをクリックす

　る。

5.［OK］ボタンをクリックする。

6.［OK］ボタンをクリックする。

7.［はい］ボタンをクリックして、Windows2000 を再

　起動する。

SStteepp２２　ダイヤルアップの接続先を作成する

USB ネットワークのサーバーに接続するためのダイヤ
ルアップ接続を作成します。

1.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→
［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをダ

ブルクリックする。

2.［新しい接続の作成］アイコンをダブルクリックする。

★★  おお願願いい★★

以降の操作を行う前に、必ず Aterm のモデム情報をインス

トールしておいてください。
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3. ネットワークの接続ウィザードが開始されたら、［次
へ］ボタンをクリックする。

4. ネットワーク接続の種類から［プライベートネット

ワークにダイヤルアップ接続する］を選択し、［次へ］

ボタンをクリックする。

5. 接続しているポートに対応した Aterm のモデム情報

［AtermIT 128K Support Series for USB］をチェッ

クし、［次へ］ボタンをクリックする。

6. 電話番号に「00」を入力し、［次へ］ボタンをクリッ
　クする。

7. 利用するユーザを選択し、［次へ］ボタンをクリック
する。

8. USB ネットワークなどの名前を入力し、［完了］ボタ

　ンをクリックする。

9. 接続画面が表示されたら、［プロパティ］ボタンをク

リックする。
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10.［全般］タブで［構成］ボタンをクリックする。
接続の方法に手順 5で選択したモデム情報が表示されてい

ることを確認してください。複数のモデム情報がある場合

　は、選択した方にチェックが入っていることを確認します。

11. モデムプロトコルとハードウェアの機能を選択する。
1) モデムプロトコルに［PPP(64K)］を選択する。

2) ［モデムによるエラー制御を行う］、［モデムによるデー

タ圧縮を行う］のチェックを外す。

3)［OK］ボタンをクリックする。

12.［ネットワーク］タブをクリックし、［インターネッ
　トプロトコル（TCP/IP）］のチェックを外す。

13. NetBEUI プロトコルがないときは［インストール］
ボタンをクリックする（あるときは手順 16 へ進む）
NetBEUIプロトコルの追加インストールを行います。

14.［プロトコル］を選択し、［追加］ボタンをクリック
　する。

15.［NetBEUI プロトコル］を選択し、［OK］ボタン

をクリックする。

16. 以下の状態になったら、［OK］ボタンをクリック

する。

17.［キャンセル］ボタンをクリックする。
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18.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］
→［電話とモデムのオプション］アイコンをダブルク

リックする。

19.［モデム］タブで［AtermIT 128K Support Series for
 USB］を選択し、［プロパティ］ボタンをクリックする。

20.［詳細］タブをクリックする。

21.［追加の初期化コマンド］欄に「ATS0=0」コマンド
　を入力する。

22.［OK］ボタンをクリックする。

23. ［OK］ボタンをクリックする。

24. ［コントロールパネル］を終了する。
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　2.1.3 クライアントパソコン(Windows98/95)の設定 　　

クライアントパソコンとして Windows98/95 を使う場合
は、以下の順番で設定します。

Step1　NetBEUIプロトコルをインストールする
Step2  コンピュータ名を設定する
Step3　ダイヤルアップネットワークの接続先を作成
　　　　する

　　ここまでの設定の詳細な手順については、取扱説明書を参

　　照してください。

SStteepp44　追加コマンドを設定する

サーバーパソコンが Windows2000 の場合には、追加コ
マンドを設定してください。下記に Windows98 での例
を示します。

1. Step3 で作成したダイヤルアップネットワークの接続
先のアイコンを選択し、マウスの右ボタンをクリック

する。

2.［プロパティ］を選択する。

3［接続の方法］の［設定］ボタンをクリックする。

4.［接続］タブを選択し、［詳細］ボタンをクリックす
　る。

5.［追加設定］欄に、「ATS0=0」コマンドを入力する。

6.［OK］ボタンをクリックする。

7.［OK］ボタンをクリックする。

8.［OK］ボタンをクリックする。

9.［キャンセル］ボタンをクリックする。

 2.2　USB ネットワークの使い方---------------------

 2.2.1  Windows2000←→Windows2000 構成

設定完了後、USBネットワークを使ってみましょう。

SStteepp11　USB ネットワークを開始する

USB ネットワーク機能を使うには、クライアントパソ
コンからダイヤルアップでサーバーパソコンに接続しま

す。基本的な接続手順はインターネットプロバイダなど

に接続する場合と同じです。

1.［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→

［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをダ

ブルクリックする。

2. 作成したダイヤルアップアイコンをダブルクリック

する。

例では「USBネットワークダイヤルアップ接続」をダブル

クリックしています。
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3. ユーザー名とパスワードを入力し、［ダイヤル］ボタ
　ンをクリックする。

サーバー側の着信接続作成時に登録したユーザー名とパスワ

ードを入力します。

電話番号が「00」になっていることを確認してください。

4. 接続される。
タスクバーに［ダイヤルアップ］インジケータが表示され

ます。

SStteepp22　共有フォルダを使う

接続後、サーバーパソコンを検索して開くと、共有フォ

ルダを利用できます。

1. デスクトップの［マイネットワーク］アイコンをダ

ブルクリックする。

2.［ネットワーク全体］アイコンをダブルクリックする。

3.［コンピュータの検索］をクリックする。

4. サーバーパソコンのコンピュータ名を入力し、［検索
開始］ボタンをクリックする。

5. サーバーパソコンが検索されたら、パソコンのアイ

コンをクリックする。

6. 共有フォルダや共有プリンタが見える。

7. フォルダをダブルクリックする。
中のフォルダが見えます。デスクトップ上にコピーしたり、

逆にクライアント側で作成したファイルやフォルダをここに

コピーできます。

SStteepp33　共有プリンタを使う

接続後、サーバーパソコンを検索して開くと、共有プリ

ンタのアイコンが見えます。最初に使用するときは、以

下の手順でプリンタをネットワークプリンタとしてイン

ストールします。

1.「Step2　共有フォルダを使う」の手順 1～6 を行う。

2. 共有プリンタのアイコンをダブルクリックする。
プリンタ設定のメッセージが表示される。

3.［はい］ボタンをクリックする。

4.［Ｘ］ボタンをクリックして閉じる。

SStteepp44　ネットワークを切断する

ダイヤルアップ接続を切断すると、USB ネットワーク
が終了します。サーバーパソコン、クライアントパソコ

ンどちらからでも切断できます。

1. クライアントパソコン、サーバーパソコンのいずれ

かで［ダイヤルアップインジケータ］をダブルクリッ

クする。

2.［切断］ボタンをクリックする。

★★  おお知知ららせせ★★

接続するとサーバー側にもダイヤルアップインジケータが表

示されます。
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　2.2.2　 Windows2000←→Windows98/95 構成

設定完了後、USBネットワークを使ってみましょう。

SStteepp11　USB ネットワークを開始する

USB ネットワーク機能を使うには、サーバーパソコン
に登録したユーザー名とパスワードでログオンしたあと、

クライアントパソコンからダイヤルアップでサーバーパ

ソコンに接続します。基本的な接続手順はインターネッ

トプロバイダなどに接続する場合と同じです。

1. Windows98/95 にログオンする。
サーバーパソコンの着信接続で登録したユーザー名とパスワ

ードを使ってWindows98/95にログオンします。ユーザー名

とパスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。

2. 初めて入力したユーザー名の場合、パスワードをも
う一度入力する。

3. USB ネットワーク接続用のダイヤルアップアイコン

　をダブルクリックする。

マイコンピュータ内の［ダイヤルアップネットワーク］アイ

コンを開き、USBネットワーク用に作成したダイヤルアッ

プアイコンをダブルクリックします。

4. ユーザー名とパスワードを入力し、［接続］ボタンを

クリックする。

サーバー側の着信接続時に登録したユーザー名とパスワー

ドを入力します。電話番号が「00」になっていることを確

認してください。

接続されると、タスクバーに［ダイヤルアップ］のインジ

ケータが表示されます。

SStteepp22　共有フォルダを使う

接続後、サーバーパソコンを検索して開くと共有フォル

ダを利用できます。

1.［スタート］→［検索］→［ほかのコンピュータ］

　を選択する。

2. サーバーパソコンのコンピュータ名を入力し、［検索

　開始］ボタンをクリックする。

3. サーバーが検索されたら、パソコンのアイコンをダ

　ブルクリックする。

4. 共有フォルダや共有プリンタが見える。

5. フォルダをダブルクリックする。
中のフォルダが見えます。デスクトップ上にコピーしたり、

逆にクライアント側で作成したファイルやフォルダをここ

にコピーできます。

★★  おお願願いい★★

電話番号に市外局番も含まれているときは、以下のどちらか

の対処を行ってください。

・電話番号を修正し「00」のみとしてください。

　ただし、この方法は接続の度に修正する必要があります。

・［コントロールパネル］の［モデム］で、［ダイヤルのプロ

パティ］ボタンをクリックし、現在の市外局番を正しく設

定してください。

★★  おお知知ららせせ★★

接続すると、サーバー側にもダイヤルアップインジケータが

表示されます。
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SStteepp33　共有プリンタを使う

接続後、サーバーパソコンを検索して開くと共有プリン

タのアイコンが見えます。最初に使用するときは、以下

の手順でプリンタをネットワークプリンタとしてインス

トールします。

1.「Step2　共有フォルダを使う」の手順 1～4 を行う。

2. 共有プリンタのアイコンをダブルクリックする。

3.［はい］ボタンをクリックする。
プリンタの追加ウィザードが起動します。

4. 通常は［いいえ］を選択し、［次へ］ボタンをクリッ

クする。

5. プリンタの製造元と機種名を選択し、［次へ］ボタン
　をクリックする。

プリンタドライバのインストールディスクをお持ちの場合は、

インストールディスクをセットし［ディスク使用］ボタンを

クリックしてください。

6. 必要ならプリンタ名を変更し、［次へ］ボタンをクリ

　ックする。

7.［いいえ］を選択し、［完了］ボタンをクリックする。

8. Windows の CD-ROM 挿入メッセージが表示された
ら、Windows の CD-ROM を挿入し、［OK］ボタン

をクリックする。

9.［Ｘ］ボタンをクリックして閉じる。
必要なファイルがコピーされ、プリンタウィンドウが

開きます。登録したプリンタは、ローカルプリンタと

同様に使うことができます。

SStteepp44　ネットワークを切断する

ダイヤルアップ接続を切断すると、USB ネットワーク
が終了します。サーバーパソコン、クライアントパソコ

ンのどちらからでも切断できます。

1. タスクバーの［ダイヤルアップ］インジケータをダ
ブルクリックする。

2.［切断］ボタンをクリックする。

★★  おお知知ららせせ★★

利用するプリンタのプリンタドライバが必要になることがあ

ります。
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　3.1 パソコンの設定--------------------------------------

　3.1.1　サーバーパソコン(Windows98/95)の設定 　　

サーバーパソコンは以下の順番で設定します。

Step1　ダイヤルアップサーバープログラムをインス
　　　　トールする

Step2　Microsoftネットワーク共有サービスをインス
　　　　トールする

Step3　NetBEUIプロトコルをインストールする
Step4　ダイヤルアップサーバーを設定する
Step5　フォルダの共有設定
Step6　プリンタの共有設定

設定の詳細な手順については、取扱説明書を参照してください。

 3.1.2　クライアントパソコン(Windows2000)の設定

クライアントパソコンは以下の順番で設定します。

Step1　ワークグループ名を設定する
Step2　ダイヤルアップの接続先を作成する
　　　　Windows2000では、ウィザードを使って、
　　　　以下のネットワークコンポーネントのインス

　　　　トールや設定、ダイヤルアップ接続させるた

　　　　めの設定を一度に行います。

　　　　　・Microsoftネットワーク用クライアント
　　　　 ・ NetBEUIプロトコル

SStteepp11　ワークグループ名を設定する

サーバーパソコンと同じワークグループ名を設定します。

パソコン名はサーバーパソコンと同じにならないように

してください。

設定の詳細な手順については、下記の所を参照してください。

「2.1.2 クライアントパソコン（Windows2000）の設定

　　Step1　ワークグループ名を設定する」

SStteepp２２　ダイヤルアップの接続先を作成する

USB ネットワークのサーバーに接続するためのダイヤ
ルアップ接続を作成します。

1.「2.1.2 クライアントパソコン（Windows2000）の設

定　Step2　ダイヤルアップの接続先を作成する」の
手順 1～15 を行う。

★★  おお願願いい★★

・ お使いの環境によっては、USB ネットワークを使うために

必要なネットワーク関係のモジュールが既にインストール

されていることがあります。その場合、新たにインストー

ルを行う必要はありません。

・ 標準以外のモジュールがインストールされていたり、バー

ジョンアップを行った場合など、以降で説明する画面とは

異なる画面が表示されることがあります。その場合は、実

際の画面に従って作業を行ってください。

★★  おお願願いい★★

・ Windows2000 で 以 降 の 設 定 を 行 う た め に は 、

Adoministrator（権限のあるアカウント）でログオンする

必要があります。

・ 標準以外のモジュールがインストールされていたり、バー
ジョンアップを行った場合など、以降で説明する画面とは

異なる画面が表示されることがあります。その場合は、実

際の画面に従って作業を行ってください。

3. サーバーパソコンがWindows98/95の場合
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2. 以下の状態になったら［セキュリティ］タブをクリ
ックする。

3. セキュリティオプションから［詳細（カスタム設定）］
　を選択し、［設定］ボタンをクリックする。

4.［次のプロトコルを許可する］を選択し、［Microsoft
 CHAP(MS-CHAP)］と［Windows95 サーバーで古い

 バージョンの MS-CHAP を許可する］をチェックし、

［OK］ボタンをクリックする。
　　手順３の画面に戻ります。

5.［OK］ボタンをクリックする。

6.［キャンセル］ボタンをクリックする。

 3.1.3　クライアントパソコン(Windows98/95)の設定

クライアントパソコンとして Windows98/95 を使う場合
は、以下の順番で設定します。

Step1　NetBEUIプロトコルをインストールする
Step2  コンピュータ名を設定する
Step3　ダイヤルアップネットワークの接続先を作成
　　　　する

設定の詳細な手順については、取扱説明書を参照してください。

 3.2　USB ネットワークの使い方---------------------

 3.2.1　 Windows98/95←→Windows2000 構成

使い方の詳細な手順については、下記の所を参照してください。

　「2.2.1 Windows2000←→Windows2000 構成」

 3.2.2 　Windows98/95←→Windows98/95 構成

使い方の詳細な手順については、取扱説明書を参照してくださ

い。
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